
(令和７年３月３１日時点）

項目No.
ABC

①
課題名

②
課題の内容

③
課題の背景

④
課題に対する取組み

⑤
取組みの進捗状況
（R6年11月時点）

⑥
取組み状況（R7年３月末時点）

（予定通り取り組めなかった場合は
その理由を併記）

⑦
変革が実現した課題・取組内容・市民に

もたらされた効果

⑧
取組・進捗が十分でなかった項目・内容（理由）

令和７年度に向けた考え

Ａ（１） ユーザー目線を
踏まえた現場改
善（文化、スポー
ツ、観光・コンベ
ンション）

・文化施設やスポーツ施設などにおい
て、ユーザー目線が十分ではなく、特
に子育て中の世帯にとって、利用しづ
らい設備やサービスがあること
・障害のある方や外国人に対応できて
いない、施設・設備、案内表示がある
こと

年齢の差異（大人と子供、高齢者など）、障害の有無、
言語などにかかわらず、多様な人が利用しやすいサービ
スの提供が求められていること。

現在、博物館ではワーキングチームを設置し、案内表示の改善に取り組んでいる。今
後は、ユーザーニーズの把握方法の改善や、取組事例を施設間で共有する場を設ける
など、ユーザー目線に立って、さらなるサービスの改善に取り組んでいく。具体的に
は、子ども連れ世帯（ひとり親）、障がい者（視覚障害、聴覚障害、車いす）、ジェ
ンダーなど、対象ごとに点検項目を設定し、複数の職員で点検するなど、きめ細かな
チェック体制を整えるとともに、施設を跨いで点検を行うことで、全体としてサービ
スを向上させ、より高いレベルでサービスの平準化を図る。

【文化】
○ 各施設において、以下の取組を実施した。
ア：施設改善ワーキングチームの設置
イ：ユーザー目線を踏まえた施設の美観や案内の改善
ウ：利用者に対するヒアリング調査
※詳細は別表１のとおり。
【スポーツ】
○ ユーザー目線を踏まえ、施設の案内標識板の建替やトイレ
の洋式化に着手した。
【観光】
○ 小倉城のエレベーター増築やトイレの改修などに着手し
た。
○ 西日本総合展示場、北九州国際会議場は、来場者アンケー
トの回収率を高めるため、ＱＲコードによるＷＥＢアンケート
導入に向けた準備作業を開始した。

【文化】
博物館系の施設において、施設ごとにワーキングチームを設置
し、利用者へのヒアリング調査を実施するとともに、美観の改
善や利用ルールの見直しなどを行った。
【スポーツ】
施設の現場改善（案内標識版の建替、トイレの洋式化、体育館
の空調整備、スロープの改修など）を実施した。
【観光】
小倉城のエレベーター増築・トイレ改修工事にかかる基本・実
施設計を行った。
西日本総合展示場、北九州国際会議場では、利用者アンケート
の回収率を高めるため、ＱＲコードによるＷＥＢアンケートを
実施した。

施設の利便性や職員の現場改善に対する意識が
向上した。

令和６年度の取組を参考に、局全体として、日
常的に利用者のニーズを把握し、現場改善に生
かす仕組みづくりを検討する。

≪令和７年度✕方針の課題として設定≫

Ａ（２） アートへのアク
セスの多元化

・美術館の入館者数が減少傾向にある
こと
・収蔵作品のデータベースがないな
ど、美術館のＤＸが遅れていること

美術館の入館者数が減少傾向にあるため、市民の方に美
術に興味を持っていただくきっかけづくり、さらには障
害のある方、不登校児童、高齢者など、美術館への来訪
が困難な方も含めて、誰もが美術にアクセスできる環境
を構築する必要がある。

趣味・娯楽の行動様式が、直接鑑賞からスマートフォンやＣＤ・ＤＶＤなどの間接鑑
賞に移っていること（社会生活基本調査）を踏まえて、令和６年度は、国の「Ｉｎｎ
ｏｖａｔｅ　ＭＵＳＥＵＭ事業（博物館ＤＸ推進事業）」を活用し、美術館内を散策
できるＶＲ動画などデジタルコンテンツの充実や、美術館と学校をオンラインでつな
ぎ、専門スタッフの案内により美術鑑賞を行う「オンライン・ミュージアム・ツ
アー」を実施するとともに、デジタル技術を活用した美術鑑賞の有効性を検証し、本
格実施に向けたプログラムの改善等を行う。
また、収蔵作品２４０点のデータベース化（作品紹介、作者紹介、英語対応）を行
い、ＨＰで閲覧できるようにするとともに、まちなかで美術に触れる機会の創出、イ
ベントや夜景を楽しむ機会の創出（夜間開館イベント、館内レストランでのパー
ティープラン）など、様々な手法を活用して、美術に興味を持っていただくきっかけ
づくりに取り組み、美術館への来館を促していく。
あわせて、例えば小中学生の体験学習として美術品の模写を認めるなど、来館メリッ
トを高める取組についても実施していく。

○ 美術館のデジタルコンテンツの充実やオンライン・ミュー
ジアム・ツアーの試行実施など、美術作品の新たな体験価値を
提供する取組を実施している。
○ 美術館では、まちなかでアートに触れる機会の創出や旅行
ツアー誘致など、新たな来館者獲得に向けた取組を実施すると
ともに、中学校の要望に応じて彫刻作品の模写を実施した。
※詳細は別表２のとおり。

小学４年生を対象としたオンライン・ミュージアム・ツアーの
試行実施（20校、1,144名）や、収蔵作品240点をデータベース
化し、ホームページでの公開などに取り組んだ。

オンライン・ミュージアム・ツアーについて、
参加した児童、教員から高評価を得られた。
また、収蔵作品のデータベース化により、美術
館への来館が難しい障害のある方、不登校児
童、高齢者なども含めて、多くの市民等が美術
作品に親しむ機会を創出した。

オンライン・ミュージアム・ツアーについて、
市内の全小学校を対象に参加者の募集を行う。

Ａ（３） 文化施設におけ
る観光客向け
サービスの充実

文化施設についても観光集客の視点に
立ち、観光客など市外からの来訪者が
アクセスしやすい環境の整備を行う。

文化施設の入館者数が減少傾向にある中で、文化に興味
がない方にも来館を促し、その場所（文化施設）が持つ
価値に触れるきっかけづくりや、観光誘客を促す施策に
取り組んでいく必要がある。

館内ｗｉｆｉ環境の整備、本市観光サイトへの文化施設一覧の掲示、各文化施設の内
外に記念撮影スポット（施設壁面を活用した３Ｄ壁画の看板、ロゴオブジェなど）の
設置、サイン（当該施設及び周辺施設の案内）整備などに取り組んでいく。

○ 北九州市観光情報サイト「ぐるリッチ!北Ｑ州」への文化施
設一覧の掲示に着手した。
○ 各文化施設において、新たな来館者の獲得と観光客の周遊
促進に向けた取組を実施した。
※詳細は別表３のとおり。

市観光情報サイトへ文化施設にかかるイベント情報等の掲載。
ホームページのリニューアル（博物館）やコンテンツの拡充
（美術館）など、新たな来館者の獲得と観光客の周遊促進に向
けた取組を実施した。

利用者が文化施設の情報にアクセスしやすく
なった。

引き続き、施設の利便性向上と魅力発信に努め
ていく。

Ａ（４） スポーツ施設の
オンライン予約
の導入

オンラインによる予約システムが導入
されていないこと

現在、体育館を専用利用する際は、ホームページ等で空
き状況を確認し、体育館に直接出向いて申込み、使用料
の支払いを行っている。

体育館予約システムを導入するに当たり、現状を正確に把握するとともに、誰もが使
いやすい最適なシステムになるよう実証実験などを行い、慎重に検討を進める。
また、市外からの利用者も積極的に受け入れるなど、利用率の向上を図るとともに、
利便性の向上（高付加価値化）による受益者負担の見直し（市外利用者料金の設定な
ど）について検討を行い、財源確保によるさらなるサービスの充実につなげていく。

〇 体育館（６施設）で実証調査を行い、調査結果を踏まえ
て、課題を整理するとともに、運用ルールなどを検討してい
る。

体育館（６施設）での実証調査の結果、利用者のニーズが高い
ことが確認できた。

ー
（実証段階のため、本格導入により

効果が生じる）

全庁的な新予約システムの導入にあわせて、体
育館への導入に取り組む。

Ａ（５） 観光関連データ
を官民で共有す
るプラット
フォーム構築
（官民連携によ
る観光振興）

エビデンスに基づく観光振興施策の立
案・検証等が求められていること

コロナ禍を経て観光を取り巻く環境が大きく変化してい
る中、変化に対応し、観光で「稼げるまち」を実現して
いく必要がある。

来訪者の属性、市内の宿泊・周遊状況などをタイムリーに把握・集約するとともに、
官民で共有できるプラットフォームを構築し、エビデンスに基づく観光振興施策の立
案・検証を行う。
また、観光関連事業者のマーケティング戦略策定などを支援していく。

市内の観光関連事業者などへのヒアリングを終え、ウェブ上で
公開すべき観光関連データを確定するとともに、観光人流デー
タの調査やプラットフォームの構築に着手した。

北九州市を訪れる観光客の動きや、消費動向などのデータを一
元的に把握し、最新のデータにアクセスできる北九州観光デー
タサイト（ＫＴＡＳ）を令和７年３月に立ち上げた。

北九州市内の観光関連事業者やＤＭＯなどが、
観光客のニーズや動向に即した施策を検討、実
施することが可能になった。

引き続き、利用者の声を聞きながら改善を行っ
ていく。

Ｂ（１） 次世代に向けた
文化芸術、ス
ポーツ活動の担
い手の育成

高齢化等により文化芸術、スポーツ活
動等の担い手不足が見込まれること

全国的に人口減少と少子高齢化が進展している中、北九
州市は、政令市の中で最も高齢化率が高く、人口減少が
急速に進んでいるため、地域で受け継がれてきた文化芸
術、スポーツ活動等の担い手を育成する必要がある。

文化芸術活動について、令和６年度は、子どもや若者の活動を対象とした補助事業
（文化芸術次世代育成事業「ＴＲＹ　ＡＲＴｓ」）や、若者がまちなかで多くの人に
パフォーマンスを披露する場所づくりを行う「Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ　Ｍｕｓｉｃ　Ｓ
ｔａｇｅ」を新たに実施するなど、次世代の担い手育成に取り組んでおり、令和７年
度以降は、事業効果を検証するとともに、参加者の意見等も踏まえて、ブラッシュ
アップさせていく。
各地域で脈々と受け継がれる祭りなどを未来に継承していくため、後継者の育成に向
けた支援を行っているものの、少子化による影響など、地域だけでは課題解決が難し
いことから、各地域の課題や取組状況の共有、地域リーダーの発掘や育成、好事例の
横展開に取り組むなど、計画的に担い手を育成していく。
スポーツ活動について、令和６年度は、「北九スポーツキッズマンスプロジェクト」
など、子ども向け体験型スポーツイベントを開催し、スポーツに親しむきっかけづく
りに取り組んでおり、令和７年度以降は、事業効果を検証するとともに、参加者の意
見等も踏まえて、ブラッシュアップしていく。
また、北九州市スポーツ協会などと協力し、地域スポーツを担う人材（指導者等）の
育成・活用及び資質向上に向けた取組を継続して進める必要がある。
加えて、まちなかオープンスペースの活用など、誰でも気軽にスポーツができる環境
の創出に取り組んでいく。

【文化芸術活動】
○ 子どもや若者の活動を対象とした補助事業や、若者がまち
なかでパフォーマンスを披露する場所づくりを行った。
※詳細は別表４のとおり。
【祭り等の継承】
○ 各団体のニーズを踏まえて、補助金の活用促進や担い手不
足解消に向けた取組を実施した。
※詳細は別表５のとおり。
○ 補助制度の活用や福岡県お助け隊の活用について、ニーズ
を踏まえた適切なアドバイスを行うため、各団体へのヒアリン
グを予定している。
【スポーツ】
〇 子どもを対象としたスポーツイベントを開催し、スポーツ
に親しむきっかけづくりに取り組んだ。
〇 地域スポーツを担う人材の育成等に向けて、関係団体等と
連携してスポーツ教室を開催した。
〇 まちなかオープンスペースの利活用について、関係部局と
協議・調整を開始した。

【文化芸術活動】
子どもや若者の活動を対象とした補助事業や、若者がまちなか
でパフォーマンスを披露する場所づくりを行った。
【祭り等の継承】
各団体へ補助金活用の促進や、担い手不足解消に向けた取組を
実施した。
また、ニーズを踏まえた適切なアドバイスを行うため、補助制
度の活用や福岡県お助け隊の活用について、各団体にアンケー
トを実施した。
【スポーツ】
子どもを対象としたスポーツイベントを開催し、スポーツに親
しむきっかけづくりに取り組んだ。
地域スポーツを担う人材の育成等に向けて、関係団体等と連携
してスポーツ教室を開催した。
まちなかオープンスペースの利活用について、関係部局と協
議・調整を開始した。

【文化芸術活動】
子どもや若者が文化芸術に親しむ機会が創出で
きた。
【祭り等の継承】
後継者の養成や用具の補修を実施できた。
【スポーツ】
子ども向けスポーツイベントや様々なスポーツ
教室等の開催により、市民が気軽にスポーツに
親しむ機会を確保することができた。

【文化芸術活動】【祭り等の継承】
引き続き、子どもや若者をはじめ多くの方が文
化芸術に親しむ機会を創出するとともに、祭り
など文化の継承に向け、ニーズを踏まえた支援
を行っていく。
【スポーツ】
日頃スポーツに接しない方を含め、全ての市民
が“スポーツに参画（する・みる・ささえる）
しやすい場づくり”の検討を進める。
北九州市スポーツ協会などの関係団体と連携
し、仕事をしながらスポーツ活動（指導）に関
わる環境づくりの検討を進める。
市民が気軽にスポーツに親しむきっかけづくり
に向けて、ビルの公開空地などの活用の検討を
進める。

≪令和７年度✕方針の課題として設定≫

R６都市ブランド創造局Ｘ方針 振り返りシート（設定した課題の取組結果）
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項目No.
ABC

①
課題名

②
課題の内容

③
課題の背景

④
課題に対する取組み

⑤
取組みの進捗状況
（R6年11月時点）

⑥
取組み状況（R7年３月末時点）

（予定通り取り組めなかった場合は
その理由を併記）

⑦
変革が実現した課題・取組内容・市民に

もたらされた効果

⑧
取組・進捗が十分でなかった項目・内容（理由）

令和７年度に向けた考え

Ｂ（２） スポーツ・コン
サートによる
「稼げるまち」の
仕組みづくり
（経済波及効果
や都市ブランド
向上への貢献）

大規模国際スポーツイベント等による
経済波及効果の拡大

北九州市では、多くの大規模国際スポーツイベント等を
誘致・開催し、本市の認知促進やシビックプライドの醸
成を図っているが、まちのにぎわいや経済波及を会場周
辺だけでなく市内全域に広げていく必要がある。

今後は、観光や文化等とセットで楽しめる仕掛け・仕組みを通して、滞在時間をさら
に延ばすことで「スポーツ・コンサートで稼ぐまちづくり」に取り組んでいく。

〇 大規模国際スポーツ大会の開催（主なもの）
・バレーボールネーションズリーグ
・第２回ＦＩＧパルクール世界選手権北九州
・ＷＴＴファイナルズ福岡
〇 エコフレンドリーな取組（主なもの）
・大規模国際スポーツ大会の開催時、スタッフなど関係者に、
約１６０の飲食店で利用できるミールクーポンを配布し、フー
ドロスを推進するとともに、市内飲食店への誘客を図った。
○ 市内周遊促進の取組
・大規模国際スポーツ大会の会場に、観光ブースを設置し北九
州市の観光ＰＲを行った。
・大規模国際スポーツ大会や北九州国際映画祭、小倉城竹あか
りなどの来場者に対して、市内の飲食店や小売店、観光施設な
どで割引や特典を受けられるキャンペーンを実施した。

大規模国際スポーツ大会など、様々なイベントの開催にあわせ
て、来訪者の市内周遊促進に向けた取組を実施した。
また、「ワールドスケートボードツアーストリート2025北九
州」の誘致に成功した。

大規模国際スポーツ大会などの来訪者の市内飲
食店等への誘導が図れた。

引き続き、ニーズを踏まえた効果的・効率的な
施策を実施することで、「稼げるまちづくり」
に取り組んでいく。
また、先進都市の取組を参考に、ミールクーポ
ンのＤＸ化（参加店舗の拡大、観光情報の発
信）などについても検討を行う。

≪令和７年度✕方針の課題として設定≫

Ｂ（３） 文化関連施設の
あり方・ソフト
（運営方法及び
受益者負担の見
直し）

文化関連予算の９割を施設関連経費が
占めている

市民一人あたりの文化関連経費について、他の政令市と
比較すると、全体予算額は同程度であるが、施設にかか
る経費は約１．４倍となっており、より効果的、効率的
に文化関連施設の設置目的を達成するためには、運営方
法や受益者負担のあり方を見直す必要がある。

令和６年度は、市政変革推進プランに基づき、文化振興施策全体の経営分析を行い、
現在の運営状況や他都市の同種施設との比較などを行う。
さらに、有識者やステークホルダー等と運営方法について検討を進めるとともに、具
体的な改善に向けて課題の洗い出しや論点整理等を行う。

【博物館系施設】
○ 施設の運営方法を研究するため、大阪市役所及び独立行政
法人大阪市博物館機構へ視察・ヒアリングを実施した。
○ 施設の魅力向上や今後のあり方を現場の学芸員等も含めて
議論するため、学芸員研修交流会の開催を予定している。（Ｒ
７．１．１５）
○ 施設の運営方法など、変革の方向性について関係者と協議
を開始した。
【ホール系施設】
○ 施設の利用ルールや減免のあり方を見直すため、局内ワー
キンググループを設置した。

【博物館系施設】
他都市への視察やヒアリング調査等を実施の上、民間活力、経
営視点等の導入や、事務局運営体制の効率化など検討を進める
こととし、経営分析報告書にまとめ、公表した。
【ホール系施設】
他都市調査や現状分析を実施の上、市民利用や興行利用などの
位置づけを整理し、経営分析報告書にまとめ、公表した。

各施設の現状や課題、今後の方向性がオープン
になった。

【博物館系施設】
民活導入手法を検討するため、有識者や関係者
等による会議を設置し、具体的な検討を進め
る。
【ホール系施設】
施設の利用状況や他都市の優先利用ルール等を
調査し、新たな利用ルールを策定する。

≪令和７年度✕方針の課題として設定≫

Ｂ（４） 北九州市芸術文
化振興財団の組
織体制見直し

長期的視点に立った北九州市芸術文化
振興財団の運営について

北九州市芸術文化振興財団のプロパー職員は学芸員のみ
のため、その運営は市の派遣職員が主に担っており、長
期的な視点での組織運営・経営が十分にできていない。
北九州市芸術文化振興財団の収入の約８割が市の指定管
理料等であり、自主財源が少ないものの、政令市平均
（７５％）と大きな差異はない。
一方、文化芸術に関する外郭団体のプロパー職員の割合
は、政令市平均は４２％に対し、北九州市は４％と非常
に少なく、人員体制の強化が必要である。
※指標は、いずれもＲ５調査時点のもの

経営人材の採用及び育成など、取組の方向性について、北九州市芸術文化振興財団と
協議を進め、課題解決に向けたロードマップを検討する。

○ 組織の変革プラン策定に向けて、北九州市芸術文化振興財
団との協議を開始した。
○ 外部の専門家などによる伴走支援が受けられる文化庁事業
の採択を目指し、市と北九州市芸術文化振興財団が連携して取
り組んでいくこととした。

組織変革プランの策定に向けて、伴走支援を行う民間事業者候
補を決定した。

ー
（準備段階のため、プラン策定により

効果が生じる）

引き続き、北九州市芸術文化振興財団と連携し
て変革プランの策定に向けて取り組む。

≪令和７年度✕方針の課題として設定≫

Ｂ（５） 文化芸術を通し
た地域経済の好
循環・施設の多
目的活用（ナイト
タイムエコノ
ミー、異分野コ
ラボレーション
等）

より自走できる文化芸術振興の仕組み
づくりが求められていること

環境の変化や厳しい財政状況に対応するため、地域のス
テークホルダーと連携して収入の確保に努めるととも
に、文化観光による地域経済への貢献等を推進する必要
がある。
文化関連施設の収支比率は約１２％と低く、アート×食
など異分野とのコラボレーションやナイトタイムエコノ
ミー等により、新規顧客や新たな収入確保策の検討が必
要である。北九州市には、ぬか炊きや寿司、焼き肉をは
じめとした、歴史的背景のある食文化が多くあり、全国
と比較しても、市民が食文化の展示、イベントへ参加す
る割合は高い状況にある（文化庁と北九州市立大学の調
査比較）。

令和６年度から企業の文化芸術事業への協賛に対して、特別プログラムを提案するな
ど、協賛メリットの創出に取り組んでおり、今後も持続可能な事業スキームの構築に
取り組んでいく。
また、美術館の「訪れたくなる特別な空間」を活用し、アフターコンベンション等で
の利用促進や、食事付き、夜景鑑賞付き、音楽鑑賞付きといった美術館を楽しむプレ
ミアムパッケージを開発する。
加えて、博物館の「迫力ある恐竜の骨格標本」や文学館の「時間や天気によって様々
な表情を見せる神秘的なステンドグラス」など、特別な空間を活かした更なる活用策
について、民間企業や教育機関など、多様な主体と連携して検討し、新たな価値を創
出するとともに、各施設の特性を踏まえたナイトミュージアムを実施するなど、ナイ
トタイムの取り組みを強化し、滞在時間の延長に伴う宿泊客の増加など、地域経済の
好循環を生み出していく。

○ 博物館でナイトミュージアムを実施した（令和６年７～１
０月に４回実施、来館者３，０００人以上）。
○ 美術館で夜間開館・イブニングコンサートを開催した。
現在、令和７年２月の夜間開館実施に向けて調整を行ってい
る。
○ ナイトタイムエコノミーの創出を図るため、市内６つの
ミュージアムが、文化芸術と異分野のコラボをテーマに、夜
間、一斉に独自性のあるイベントを実施する予算を要求してい
る。

博物館でナイトミュージアムを実施した。
（令和6年度：6回、来館者3,708名）
美術館で夜間開館・イブニングコンサートを開催した。
（令和6年度：来館者180名）

ナイトタイムに文化芸術を楽しむ機会が増加し
た。

令和７年度は、来館者のニーズを踏まえ、漫画
ミュージアムと科学館でもナイトタイムの取組
を拡充する（予定）。

≪令和７年度✕方針の課題として設定≫

Ｂ（６） 観光・コンベン
ション施設のあ
り方・ソフト（受
益者負担の見直
し）

観光施設の利用料金のあり方を見直
し、魅力ある取組の強化に向けた財源
の確保を図る必要がある

小倉城をはじめとした観光施設は、インバウンド需要の
高まりから入場者数が記録的に増加している中、他都市
の観光施設と比較して利用料金はかなり割安となってい
る。
公の施設の利用料金については、平成３１年４月に全市
的な見直しが行なわれたものの、観光施設については、
市民利用促進のため見送られた経緯がある（一部施設に
ついて見直し）。

利用料金の見直しと北九州市民割引制度の導入（減免による利用料の据置）を検討
し、指定管理料などの市負担額の軽減や施設のさらなる魅力向上、取組強化に必要な
財源の確保を図る。
また、施設に付属する駐車場等の料金についても、適正な料金への見直しを検討す
る。

観光施設の利用料金の見直し（一部）に向けて、関係部局と協
議を開始した。

施設の維持管理費や、魅力ある取組の強化に要する経費などを
踏まえた、適正な利用料金の試算を行った。

ー
（準備段階のため、利用料金改定により

効果が生じる）

令和８年度からの利用料金改定に向け、条例改
正など、必要な手続きを行っていく。

≪令和７年度✕方針の課題として設定≫

Ｂ（７） 北九州観光コン
ベンション協会
のあり方の見直
し

長期的視点に立った北九州観光コンベ
ンション協会の運営について

ＭＩＣＥ誘致・開催支援における都市間競争が激しさを
増す中、北九州観光コンベンション協会がレベルアップ
するためには、専門性の高い人材の確保が不可欠な状況
である。しかし、当該団体のプロパー職員の年齢構成
は、５０歳代に偏っており、若手・中堅職員が少なく、
人材育成も十分とは言えない状況にある。

専門人材の採用及び育成など、取組の方向性について、北九州観光コンベンション協
会と協議を進め、課題解決に向けたロードマップを検討する。

年齢構成や人材育成などの課題解決に向け、北九州観光コンベ
ンション協会との協議を開始した。

政策連携団体としての役割を再定義するため、課題の整理を行
い、団体と問題意識の共有を図った。

ー
（準備段階のため、ロードマップ作成により

効果が生じる）

政策連携団体のあり方にかかる議論は、市の政
策や団体の存続に影響することから、慎重な議
論を行うため、時間を要している。
令和７年度は、市と政策連携団体が方向性を共
有したうえで、連携協定を締結するとともに、
政策連携団体の組織のあり方について、ロード
マップを作成する。

≪令和７年度✕方針の課題として設定≫

Ｃ（１）
ア

文化関連施設の
あり方・ハード
（老朽化対策、
集約複合化、都
市間競争力の強
化）

【ア、イ、ウ共通】
都市ブランド創造局の予算のうち、約
８５％が施設管理にかかる経費となっ
ており、老朽化の進展により、今後、
施設管理経費のさらなる増加が見込ま
れ、ひいてはソフト事業の実施にも支
障をきたす恐れがある。
このような状況を回避するには、施設
の複合化や利用目的の自由化（多目的
化）等により、市民の利便性を低下さ
せることなく、効果的・効率的な施設
のあり方を検討し、見直していく必要
がある。
ア　文化関連施設は老朽化したものも
多く、公共施設マネジメントの方向性
を踏まえつつ、多目的活用など環境の
変化に応じた文化関連施設のあり方を
検討する必要がある。

北九州市の文化施設１７施設中８施設（４７％）が築３
０年を越えるなど、老朽化した施設が多く、令和６年度
の文化関連予算５，０９５百万円のうち、約９割を施設
の維持管理及び改修費用が占めており、文化施策におけ
る大きな課題となっている。

老朽化している文化、スポーツ、観光施設のあり方検討に当たっては、単に施設の集
約や統廃合にかかる議論だけでなく、厳しい都市間競争に勝ち抜き、基本構想に掲げ
る「稼げるまち」や「彩りあるまち」の実現に向けて、ＪＲ小倉駅周辺など利便性の
高いエリアへの移転や、高機能かつ多機能化された施設への建て替えなどについても
あわせて議論していく。
なお、文化、スポーツ、観光施設のあり方については、北九州市公共施設マネジメン
ト実行計画を基本としながら、関係各局とも連携し、必要に応じて見直しを検討す
る。

【博物館系施設】
○ 美術館アネックス棟の大規模改修のため予算要求中。
【ホール系施設】
○ 響ホールの老朽化対策にむけ予算要求中。
○ 北九州ソレイユホールの老朽化調査のため予算要求中。

【博物館系施設】
美術館アネックス棟の大規模改修費用を予算計上した（令和７
年度当初予算）。
【ホール系施設】
北九州ソレイユホールの老朽度調査費用を予算計上した（令和
７年度当初予算）。

ー
（課題等を整理のうえ、方向性確定により

効果が生じる）

北九州ソレイユホールの老朽度調査を実施する
とともに、調査結果を踏まえて、施設の方向性
について検討する。

≪令和７年度✕方針の課題として設定≫
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項目No.
ABC

①
課題名

②
課題の内容

③
課題の背景

④
課題に対する取組み

⑤
取組みの進捗状況
（R6年11月時点）

⑥
取組み状況（R7年３月末時点）

（予定通り取り組めなかった場合は
その理由を併記）

⑦
変革が実現した課題・取組内容・市民に

もたらされた効果

⑧
取組・進捗が十分でなかった項目・内容（理由）

令和７年度に向けた考え

Ｃ（１）
イ

スポーツ施設の
あり方・ハード
（老朽化対策、
集約複合化、都
市間競争力の強
化）

イ　スポーツ施設は、市内全域に点在
化しており、また老朽化したものも多
いため、公共施設マネジメントの方向
性を踏まえつつ、スポーツ施設の複合
化や老朽化施設の長寿命化対策などを
検討する必要がある。

スポーツ振興関連の令和６年度当初予算３，２２４百万
円のうち、約９割を施設の維持管理や改修費用が占めて
おり、スポーツ施策における課題となっている。

老朽化している文化、スポーツ、観光施設のあり方検討に当たっては、単に施設の集
約や統廃合にかかる議論だけでなく、厳しい都市間競争に勝ち抜き、基本構想に掲げ
る「稼げるまち」や「彩りあるまち」の実現に向けて、ＪＲ小倉駅周辺など利便性の
高いエリアへの移転や、高機能かつ多機能化された施設への建て替えなどについても
あわせて議論していく。
なお、文化、スポーツ、観光施設のあり方については、北九州市公共施設マネジメン
ト実行計画を基本としながら、関係各局とも連携し、必要に応じて見直しを検討す
る。

【スポーツ施設】
〇 個別施設のあり方検討に向け、考え方や条件整理を進めて
いる。
〇 公共施設マネジメント実行計画に基づくスポーツ複合公共
施設の整備（大里地域モデルプロジェクト）のため、整備条件
等の検討を進めている。

個別施設のあり方検討に向け、考え方や条件整理を進めた。
公共施設マネジメント実行計画に基づくスポーツ複合公共施設
の整備（大里地域モデルプロジェクト）のため、整備条件等の
検討を進めた。

ー
（課題等を整理のうえ、方向性確定により

効果が生じる）

公共施設マネジメント実行計画の見直しの過程
において、スポーツ施設の最適化（複合化・多
目的化など）や長寿命化対策に向けた検討を進
める。

≪令和７年度✕方針の課題として設定≫

Ｃ（１）
ウ

観光・コンベン
ション施設のあ
り方・ハード（老
朽化対策、都市
間競争力の強
化）

ウ　西日本総合展示場本館、新館、北
九州国際会議場や皿倉山の観光施設
(ケーブルカー、スロープカー、展望
台の一部)は老朽化が進んでおり、施
設のあり方、今後の方向性について、
民間活力の導入を前提に検討する必要
がある。
とりわけ、皿倉山の観光施設について
は、現在、皿倉登山鉄道株式会社が運
営を担っているが、皿倉・東田地区の
さらなる魅力向上を図るため、利便性
の向上や人材の確保・育成といった観
点から、運営手法についても検討して
いく。

近隣都市において、新規ＭＩＣＥ施設が相次いで開業し
ており、展示場、会議場ともに、施設・機能の両面で都
市間競争に不利な状況となっている。
また、皿倉山のケーブルカーは、高齢者や障害者等への
十分な対応が構造的に困難であり、スロープカーは５年
後に更新時期を迎える状況にある。

老朽化している文化、スポーツ、観光施設のあり方検討に当たっては、単に施設の集
約や統廃合にかかる議論だけでなく、厳しい都市間競争に勝ち抜き、基本構想に掲げ
る「稼げるまち」や「彩りあるまち」の実現に向けて、ＪＲ小倉駅周辺など利便性の
高いエリアへの移転や、高機能かつ多機能化された施設への建て替えなどについても
あわせて議論していく。
なお、文化、スポーツ、観光施設のあり方については、北九州市公共施設マネジメン
ト実行計画を基本としながら、関係各局とも連携し、必要に応じて見直しを検討す
る。

【観光・コンベンション施設】
○ 観光施設（皿倉山）については、スロープカーの更新時期
が迫っているため、新たな移送手段の導入を含め、今後のあり
方検討を開始した。
○ 西日本総合展示場（新館）、北九州国際会議場の更新や機
能、利便性向上につながる改修については、今後予定されてい
るエリアマネジメントの検討に合わせて進めていくことを確認
した。

皿倉山のスロープカー更新について、新たな移送手段や定員を
増やしたスロープカーへの更新について実現可能性調査を実施
した。
ＭＩＣＥ施設の課題を政策連携団体と共有した。

ー
（課題等を整理のうえ、方向性確定により

効果が生じる）

皿倉山のスロープカーについては、令和６年度
の調査結果を踏まえ、有望な移送手段の比較検
討を行い、絞り込みを行う。
ＭＩＣＥ施設のあり方については、小倉駅新幹
線口の今後を左右するプロジェクトであるた
め、関係者間で具体的な検討を行う。

≪令和７年度✕方針の課題として設定≫
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